








要約:1)小児慢性肝疾患の実態調査を研究協力施設で行なった。この結果を基に全国調査の

準備をした。また主な疾患について管理の基礎となる研究を行なった。2)「B 型肝炎母子

感染防止対策事業」の進捗状態を全国的、およびいくつかの地方において調査した。平成

元年度には全国の妊婦の 96.8%が検査を受け、この年度の新たな乳児の HBV キャリア発生

は 0.04%程度に減少したと推計された。3)小児期における C 型肝炎の疫学調査、特に母子

感染に関して調査を行なった。 


